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2025年4月19日、（株）デルタスタジオが2011年より発行
してきた子育てフリーマガジン「みえこども新聞」が『四
日市こどもポータル』（ウェブサイト）として生まれ変わ

りました。子育てのヒントとなる人気コラムはそのまま継
続し毎月19日に更新、イベント案内などは随時更新と旬な
情報をお届けしています。四日市こどもポータル開設にあ

たり、新たな取り組みとして四日市市内こども食堂の情報
を取りまとめた「こども食堂ガイド」を立ち上げました。

みんにこ 様

ゴミ拾いをしてくれた
子に配るお菓子に使用
させていただこうと
思っています。いつも、
こども食堂だと80人く
らい、フードパント
リーだと60人くらい集
まります。カレーがお
すすめのメニューで人
気です。

支援金をお届けした団体様に聞きました！
こども食堂でどんなメニューが人気

お問い合わせはデルタスタジオまで 電話：059-355-1320（平日10:00～18:00）

四日市こどもポータルでは地元の子育て応援企業を紹介しています。

バナーは各企業様のホームページなどへつながるリンクとなっています。

こどもポータルを見ている人たちに「どんなお仕事をしている会社かな？」

と興味を持っていただきたい…そんなきっかけづくりにお役立てください！

子育て応援企業が増えました

News

Pick UP

発行者：（株）デルタスタジオ

初回に続き今回は子どもたちが1年で最もわくわく！のクリスマス やお正月 を控えた、

冬休み前に支援を実施しました。食事の提供だけでなく、中学生ボランティアを含む地域のひ

との温かさや遊びの体験も子どもたちに届けられたようです。継続的な支援があらゆる家庭環

境に置かれる地域の子どもの体験格差を解消していくと捉え、次の支援として春休みに向けて

こども食堂運営団体様へ資金・物品支援の準備を進めています。

こども食堂は子どもだけの居場所ではなく、地域の方々が集まり

支え合う場として多様な事業者がそれぞれの特徴を活かして運営し

ています。地域のこども食堂を応援し、広くその活動をお知らせし

ていくために四日市こどもポータルは様々な活動をしていきます。

●河原田こども食堂ねこまちプレイス●楠まちキッチン●三重はぐくみサポート ●こども食堂さくら●桜子
ども食堂nico ●四季の里オーロラ●チェリーズカフェ●特定非営利活動法人子ども食堂四つ葉SK ●羽
津子ども食堂＆ゆう●三重西児童館設立委員会●みんにこ●よってこcafé（よってこ保々） ●嘉喜家●ひ
だまり食堂●スマイルジム●下野ごちゃまぜ食堂●海蔵こども食堂あいなし●和っはっは●常盤こども食堂

三重はぐくみサポート 様

ご支援ありがとうございま

す。一人親家庭を対象にこ

ども食堂やフードパント

リーを毎月開催しています。

中学生や高校生は子どもだ

けで訪れたりもします。や

はり育ち盛りの子ども達に

は肉を使ったメニューが人

気です。

川越高等学校吹奏楽部

『定期演奏会』に協賛

 2026年3月26日（木）イスのサンケイホール鈴鹿に

て、三重県立川越高等学校吹奏楽部による第29回定

期演奏会が開催されます。

当方は、演奏会プログラムへの広告掲載という形

で協賛させていただきました。川越高校吹奏楽部は、

日々の部活動や学校生活の合間を縫いながら演奏会

に向けて熱心に練習を重ねています。この地域の若

い世代が努力を重ね、舞台に立つ姿を応援できるこ

とを大変うれしく思います。

 当日の演奏会が、生徒の皆さんにとっても来場さ

れる皆様にとっても、心に残る素晴らしい時間とな

りますよう願っております。

https://yokkaichi-kodomoportal.com/

温かいご支援、心からありがとうございます
ハウスクラフト株式会社様よりお米の寄付を賜り、こどもポー
タル「こども食堂ガイド」掲載中の団体さまへお渡ししました。
そして東京エレクトロンFE株式会社三重ステーション様からは
社員の皆様より温かいご支援をいただき、レトルトこどもカ
レーを購入しました。こちらは ㈱デルタスタジオ運営の「四日
市こどもと食堂」パントリーにて配布しました。各方面よりの
ご支援心より感謝申し上げます。

ひだまり食堂 様

ハンバーガーが人気です。

自分たちでケーキを作っ

たりもします。定員40人

を超える子どもたちがき

ています。定員を超えた

方々にもご参加いただけ

るように支援金を使いた

いです。ありがとうござ

います。

冬休みに多くのこども食堂を支援、こども食堂を通じてたくさんの
子どもたちの体験や健やかな成長をサポートすることができました

広告掲載企業様からお預かりした広告収入は、協賛金（支援金）として四日

市市内のこども食堂支援事業に活用しています。主に、給食がなくなる長期休

みにこども食堂を開催する団体様を対象としており、これをきっかけにして長

期休みのこども食堂開催団体がさらに増えていくことを目指しています。

第２回目の支援金をお届けしたこども食堂運営団体様（順不同）
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